
 

先生から本物の千円札をもらった子どもたち。ホテル売店にて、ご家族へのお土産
を選びます。お約束は「自分の欲しいものではなく、お家の方のためのお土産」を選
ぶこと。「このねぎせんべいにする。お父さんもお母さんもねぎが好きなの！」 子ど
もたちが一生懸命えらんだお土産。ご家族の笑顔がうかぶようです。 

姿勢も正しく粛々と学習に取り組む子どもたち。この
お部屋に集まり勉強するのも、これが最後です。 
ペーパーから始まり、足首へのリボン結びなどの巧緻
性カリキュラム、折り紙を使ったプレート構成など。 
皆最後まで真剣に取り組んでいました。 
 

お家から離れた２泊３日の団体生活。初めて経験する事、我慢しなくてはな
らない事。様々な出来事を子どもたちは自分自身で乗り切ってきました。ど
こか静かな自信に満ちた表情が、彼らの成長を物語っています。 
大きな金のメダルと賞状が、今一人ひとりに授与されます。 

深緑の木々に囲まれた塩沢湖は濃く深いきりがた
ちこめています。「先生、霧って匂いがあるね。森の
匂いかな？葉っぱの匂いかな？すてき！」感じた
事を自分の言葉で生きいきと表現する子どもたち。
この３日間の成長を実感させられます。 
  
 
 
 

ホテルエントランスにて 

ホテル支配人の石黒さんや、小林
シェフ、３日間あたたかく子どもたち
を見守って下さったホテルの方たち
に見送られて。「まだ帰りたくな
い！」こんな声も聞こえてきます。 

７月３１日 朝食メニュー   

・地野菜のスパニッシュオムレツ、自家製
黒豚ロースのハム添え  
・信州りんご 100％ジュース 
・朝採りレタスのミックスサラダ 
・クロワッサンとデニッシュの盛り合わせ 
    
 

クロワッサンやチョコチップ入デニッシュなど
のパンは小林シェフが子どもたちのために
今朝焼いてくださったもの。みんな大喜び
です。 

「このクッキーを下さい。」レジでの受け答え、お金のやりとりも子どもだけで行います。 

昼食のメニューはトマトたっぷり、自家製ミートソースのスパゲッティとミックスサラダ。 
これがホテルでの最後のお食事です。「そんなに食べられるのかしら？」次々とおか
わりをする子どもたちの元気な食べっぷりに、先生方もびっくり！ 

「ただいま！」お家の方との再会を
喜ぶ子どもたち。 


